
(57)【要約】

【課題】構造が簡略小型で、処理後の水質性能を一層高

めた汚水浄化槽の提供。

【解決手段】固液分離槽第一室２と、その中に配置され

、底部には第一室２に連通する開口部８を有し、最低水

位には移送ポンプ吸込口９を有する固液分離槽第二室３

と、第一室２及び第二室の上部で液水準が最高水位及び

最低水位の間で変動する流量調整部と、第二室３の後流

に配置される生物反応室４と、濾過室５とで構成される

汚水浄化槽１において、各室の容積比は、固液分離第一

室の容積を１００容量部とするときに、固液分離槽第二

室の容積が１３～２１容量部、流量調整部の容積が１７

～２７容量部、生物反応室の容積が１７～２７容量部、

及び濾過室の容積が２～４容量部となるように構成させ

る。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
汚 水 流 入 口 を 有 す る 固 液 分 離 槽 第 一 室 と 、
前 記 固 液 分 離 槽 第 一 室 の 中 に 配 置 さ れ 、 底 部 に は 前 記 固 液 分 離 槽 第 一 室 に 連 通 す る 開 口 部
を 有 し 、 最 低 水 位 に は 下 流 側 へ の 移 送 ポ ン プ 吸 込 口 を 有 す る 固 液 分 離 槽 第 二 室 と 、
前 記 固 液 分 離 槽 第 一 室 及 び 前 記 固 液 分 離 槽 第 二 室 の 上 部 で 液 水 準 が 最 高 水 位 及 び 最 低 水 位
の 間 で 変 動 す る 流 量 調 整 部 と 、
前 記 固 液 分 離 槽 第 二 室 の 後 流 に 配 置 さ れ る 生 物 反 応 室 と 、
濾 過 室 と で 、 構 成 さ れ る 汚 水 浄 化 槽 で あ っ て 、
前 記 各 々 の 室 も し く は 部 の 有 効 容 積 の 比 は 、 固 液 分 離 第 一 室 の 有 効 容 積 を １ ０ ０ 容 量 部 と
す る と き に 、 固 液 分 離 槽 第 二 室 の 有 効 容 積 が １ ３ ～ ２ １ 容 量 部 、 流 量 調 整 部 の 有 効 容 積 が
１ ７ ～ ２ ７ 容 量 部 、 生 物 反 応 室 の 有 効 容 積 が １ ７ ～ ２ ７ 容 量 部 、 濾 過 室 の 有 効 容 積 が ２ ～
４ 容 量 部 で あ る 汚 水 浄 化 槽 。
【 請 求 項 ２ 】
生 物 反 応 室 は 微 生 物 付 着 材 を 充 填 し た 流 動 床 を 備 え て い る 、 請 求 項 １ の 汚 水 浄 化 槽 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 汚 水 浄 化 槽 に 関 す る 。 更 に 詳 し く は 、 屎 尿 、 そ の 他 の 生 活 排 水 、 又 は こ れ ら の 合
併 汚 水 （ 以 下 、 汚 水 と も い う ） を 物 理 的 及 び 生 物 化 学 的 に 浄 化 処 理 す る 汚 水 浄 化 槽 で あ っ
て 、 嫌 気 処 理 槽 を 兼 ね る 固 液 分 離 槽 と 好 気 処 理 機 能 を 有 す る 生 物 反 応 槽 と を 組 み 込 ん だ 汚
水 浄 化 槽 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
家 庭 用 等 の 汚 水 浄 化 槽 は 、 従 来 か ら 種 々 知 ら れ て い る 。 図 ２ は 、 嫌 気 濾 床 接 触 曝 気 方 式 （
又 は 沈 殿 分 離 接 触 曝 気 方 式 ） と 呼 ば れ る 従 来 の 汚 水 浄 化 槽 の 一 つ で 、 上 流 側 か ら 、 嫌 気 濾
床 槽 第 一 室 （ 沈 殿 分 離 槽 第 一 室 ） ５ １ 、 嫌 気 濾 床 槽 第 二 室 （ 沈 殿 分 離 槽 第 二 室 ） ５ ２ 、 接
触 曝 気 槽 ５ ３ 、 沈 殿 槽 ５ ４ 及 び 消 毒 槽 ５ ５ が 配 置 さ れ て い る 。 槽 内 の 嫌 気 濾 床 槽 第 一 室 ５
１ 及 び 嫌 気 濾 床 槽 第 二 室 ５ ２ の 上 部 に は 汚 水 の 短 時 間 に お け る 多 量 流 入 を 緩 和 す る た め 、
水 量 変 動 吸 収 部 ５ ６ を 設 け 、 ま た 、 嫌 気 濾 床 槽 第 二 室 ５ ２ を 下 降 流 で 通 過 し た 後 に 移 流 管
５ ７ に 入 る 移 流 液 を 後 流 の 接 触 曝 気 槽 ５ ３ へ 定 量 供 給 さ せ る 流 量 調 整 ポ ン プ ５ ８ を 設 け て
い る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ４ ― ３ ６ ７ ７ ９ ３ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 は 、 上 記 嫌 気 濾 床 接 触 曝 気 方 式 （ 又 は 沈 殿 分 離 接 触 曝 気 方 式 ） の 汚 水 浄 化 槽 よ り も
構 造 が 簡 略 小 型 で 、 有 機 物 （ Ｂ Ｏ Ｄ ） 等 を 酸 化 的 生 物 分 解 し て 処 理 後 の 水 質 性 能 を 一 層 高
め る 汚 水 浄 化 槽 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 者 ら は 、 上 記 課 題 を 達 成 す る た め 、 鋭 意 検 討 を 行 っ た 結 果 、 上 部 に 流 量 調 整 部 を 共
有 さ せ 、 嫌 気 的 生 物 処 理 機 能 を も 有 す る ２ 室 か ら な る 固 液 分 離 部 と 、 こ の 固 液 分 離 部 の 後
流 に 配 し た 好 気 的 生 物 処 理 機 能 を 有 す る 生 物 反 応 部 と 濾 過 部 と を 組 み 込 ん だ 汚 水 浄 化 槽 を
先 に 開 発 し た 。 引 き 続 い て 、 こ の 汚 水 浄 化 槽 の 最 適 な 構 造 を 検 討 し 、 前 記 し た 各 処 理 部 （
室 又 は 槽 と も い う ） を 所 定 の 容 積 比 の 範 囲 に 収 め る と 、 各 処 理 部 に お け る 処 理 機 能 は 最 大
限 に 発 揮 さ れ 、 高 度 に 安 定 し た 浄 化 処 理 水 が 得 ら れ る こ と 、 ま た 、 汚 水 浄 化 槽 の 小 型 化 が
図 れ る こ と を 見 出 し 、 本 発 明 を 完 成 す る に 至 っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
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す な わ ち 、 本 発 明 は 、 汚 水 流 入 口 を 有 す る 固 液 分 離 槽 第 一 室 ２ と 、
前 記 固 液 分 離 槽 第 一 室 ２ の 中 に 配 置 さ れ 、 底 部 に は 前 記 固 液 分 離 槽 第 一 室 ２ に 連 通 す る 開
口 部 ８ を 有 し 、 最 低 水 位 （ Ｌ ． Ｗ ． Ｌ ） に は 下 流 側 へ の 移 送 ポ ン プ 吸 込 口 ９ を 有 す る 固 液
分 離 槽 第 二 室 ３ と 、
前 記 固 液 分 離 槽 第 一 室 ２ 及 び 前 記 固 液 分 離 槽 第 二 室 の 上 部 で 液 水 準 が 最 高 水 位 （ Ｈ ． Ｗ ．
Ｌ ） 及 び 最 低 水 位 の 間 で 変 動 す る 流 量 調 整 部 と 、
前 記 固 液 分 離 槽 第 二 室 ３ の 後 流 に 配 置 さ れ る 生 物 反 応 室 ４ と 、
濾 過 室 ５ と で 、 構 成 さ れ る 汚 水 浄 化 槽 １ で あ っ て 、
各 々 の 槽 （ 又 は 室 ） の 有 効 容 積 の 比 は 、 固 液 分 離 第 一 室 の 有 効 容 積 を １ ０ ０ 容 量 部 と す る
と き に 、 固 液 分 離 槽 第 二 室 の 有 効 容 積 が １ ３ ～ ２ １ 容 量 部 、 流 量 調 整 部 の 有 効 容 積 が １ ７
～ ２ ７ 容 量 部 、 生 物 反 応 室 の 有 効 容 積 が １ ７ ～ ２ ７ 容 量 部 、 及 び 濾 過 室 の 有 効 容 積 が ２ ～
４ 容 量 部 で あ る 汚 水 浄 化 槽 １ で あ る 。
こ こ で 、 「 有 効 容 積 」 と は 、 最 高 水 位 （ Ｈ ． Ｗ ． Ｌ ） 以 下 の 水 準 の 槽 内 （ 又 は 室 内 ） 容 積
を 意 味 し 、 最 高 水 位 よ り も 高 い 空 間 部 の 容 積 は 含 ま な い 。 な お 、 以 下 は 、 「 有 効 容 積 」 を
単 に 容 積 と い う 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
こ こ で 、 上 記 生 物 反 応 室 ４ は 微 生 物 付 着 材 （ 担 体 、 濾 材 、 接 触 材 と も い う 。 ） を 充 填 し た
流 動 床 を 備 え て い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 作 用 】
本 発 明 の 汚 水 浄 化 槽 の 固 液 分 離 槽 第 一 室 ２ で は 、 流 入 汚 水 中 に 存 在 す る 沈 降 し や す い 固 形
物 （ 若 し く は 汚 泥 ） が 沈 殿 分 離 し 、 ま た 、 嫌 気 分 解 も 進 む の で 、 沈 殿 し て い る 固 形 物 （ 若
し く は 汚 泥 ） が ス カ ム 化 し や す く な る 。 固 液 分 離 槽 第 二 室 ３ に お い て も 、 更 に 固 形 物 （ 若
し く は 汚 泥 ） が 沈 殿 分 離 す る 。 ま た 、 水 位 が 最 低 水 位 （ Ｌ ． Ｗ ． Ｌ ） と 最 高 水 位 （ Ｈ ． Ｗ
． Ｌ ） と の 間 で 変 化 す る よ う に 、 流 量 調 整 部 １ １ を 固 液 分 離 槽 第 一 室 ２ と 固 液 分 離 槽 第 二
室 ３ と の 上 部 で 共 有 さ せ て い る 。 こ れ に よ っ て 、 通 常 の 運 転 時 、 嫌 気 処 理 部 内 の 水 位 が Ｌ
． Ｗ ． Ｌ に あ る と き に 汚 水 が 固 液 分 離 槽 第 一 室 ２ へ 入 っ て く る と 、 固 液 分 離 槽 第 一 室 ２ と
固 液 分 離 槽 第 二 室 ３ と の 液 面 は 、 そ れ ぞ れ 同 じ よ う に 上 昇 す る 。 そ の た め 、 後 流 の 生 物 反
応 室 ４ へ の 移 流 速 度 は 抑 え ら れ 、 固 形 物 （ 若 し く は 汚 泥 ） の 沈 殿 分 離 が 更 に 効 率 よ く 行 わ
れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
固 液 分 離 槽 第 二 室 ３ か ら 後 流 の 生 物 反 応 室 ４ へ の 液 の 移 流 は 、 固 液 分 離 槽 第 二 室 ３ 内 の Ｌ
． Ｗ ． Ｌ の 水 準 か ら 移 送 ポ ン プ １ ０ で 行 う 。 こ れ に よ っ て 、 生 物 反 応 室 ４ に は ほ ぼ 定 量 の
液 が 入 る 。 ま た 、 こ の 際 、 生 物 反 応 室 ４ が 流 動 床 で あ れ ば 、 充 填 さ れ て い る 微 生 物 付 着 材
が 散 気 に よ っ て 液 中 を 流 動 し て 互 い に 接 触 し や す く な る の で 、 一 層 、 安 定 し た 好 気 的 処 理
が 進 む 。 生 物 反 応 室 ４ の 後 流 に は 濾 過 室 ５ を 設 け て あ り 、 液 中 に 存 在 す る Ｓ Ｓ （ 懸 濁 粒 子
） が 捕 捉 さ れ 、 ま た 、 残 留 す る 溶 存 酸 素 に よ っ て 更 に 好 気 的 生 物 処 理 も 進 行 し 、 透 明 度 の
あ る 処 理 水 と な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
こ こ で 、 上 記 し た 各 処 理 室 の 容 積 比 を 所 定 の 範 囲 、 す な わ ち 、 固 液 分 離 槽 第 一 室 ２ の 容 積
を １ ０ ０ 容 量 部 と し た と き 、 固 液 分 離 槽 第 二 室 ３ 、 流 量 調 整 部 １ １ 、 生 物 反 応 室 ４ 及 び 濾
過 室 ５ の そ れ ぞ れ の 容 積 を 、 １ ３ ～ ２ １ 容 量 部 、 １ ７ ～ ２ ７ 容 量 部 、 １ ７ ～ ２ ７ 容 量 部 及
び ２ ～ ４ 容 量 部 と す る と 、 安 定 し た 透 明 度 の 高 い 処 理 水 が 得 ら れ る 。 ま た 、 そ れ ぞ れ の 処
理 室 は 最 小 限 の 容 積 で 構 築 で き 、 浄 化 槽 全 体 と し て は 小 型 の 汚 水 浄 化 槽 と な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 を 更 に 具 体 的 に 説 明 す る 。
図 １ は 、 本 発 明 の 汚 水 浄 化 槽 の 一 例 で 、 （ ａ ） は 概 略 平 面 図 、 （ ｂ ） は （ ａ ） の Ａ － Ａ 面
矢 視 に お け る 概 略 断 面 図 で あ る 。 汚 水 浄 化 槽 １ は 、 上 流 側 か ら 固 液 分 離 槽 第 一 室 ２ 、 固 液
分 離 槽 第 一 室 ２ の 中 に 配 置 ・ 収 容 す る 固 液 分 離 槽 第 二 室 ３ 、 固 液 分 離 槽 第 二 室 ３ の 後 流 に
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配 置 す る 生 物 反 応 室 ４ 、 濾 過 室 ５ 及 び 消 毒 室 ６ で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
汚 水 浄 化 槽 １ に お い て 、 図 １ （ ａ ） （ ｂ ） か ら は 読 み 取 れ な い が 、 各 々 の 槽 （ 又 は 室 ） の
容 積 比 は 、 固 液 分 離 第 一 室 の 容 積 を １ ０ ０ 容 量 部 と す る と き に 、 固 液 分 離 槽 第 二 室 の 容 積
は １ ３ ～ ２ １ 容 量 部 （ 好 ま し く は 、 １ ５ ～ ２ １ 容 量 部 ） 、 流 量 調 整 部 の 容 積 は １ ７ ～ ２ ７
容 量 部 （ 好 ま し く は 、 １ ９ ～ ２ ７ 容 量 部 ） 、 生 物 反 応 室 の 容 積 は １ ７ ～ ２ ７ 容 量 部 （ 好 ま
し く は 、 １ ９ ～ ２ ７ 容 量 部 ） 、 濾 過 室 の 容 積 は ２ ～ ４ 容 量 部 で あ る 。 上 記 容 積 比 に す る こ
と よ っ て 、 最 大 の 処 理 効 果 を 発 揮 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
固 液 分 離 槽 第 一 室 ２ で は 、 流 入 汚 水 中 の 固 形 物 が 沈 殿 し や す く な り 底 部 に 高 濃 度 で 蓄 積 で
き 、 ま た 、 嫌 気 的 生 物 分 解 に よ っ て 沈 殿 し た 汚 泥 の ス カ ム 化 が 促 進 さ れ る 。 固 液 分 離 槽 第
二 室 ３ で は 、 固 液 分 離 槽 第 一 室 ２ か ら 固 形 物 が 移 流 し て き て も 更 に 分 離 で き る 。 そ し て 、
固 液 分 離 槽 第 一 室 ２ 及 び 固 液 分 離 槽 第 二 室 ３ の 上 部 に 設 け た 流 量 調 整 部 １ １ で は 、 流 量 変
動 の 大 き い 流 入 汚 水 を 平 均 化 し て 後 流 へ 移 送 で き る 。 生 物 反 応 室 ４ で は 、 好 気 的 生 物 反 応
に よ っ て 有 機 物 を 効 率 よ く 分 解 で き る 。 濾 過 室 ５ で は 物 理 的 作 用 に よ っ て Ｓ Ｓ が 捕 捉 除 去
さ れ る と と も に 好 気 的 生 物 反 応 に よ っ て 残 存 す る 有 機 物 を 効 率 よ く 分 解 で き る 。 こ れ ら の
効 果 に よ っ て 、 汚 水 浄 化 槽 は 、 容 積 が よ り 小 型 化 さ れ た 上 で 、 且 つ 、 流 入 汚 水 を 高 度 に 安
定 し て 浄 化 す る こ と が で き る 。
上 記 容 積 比 の 範 囲 を 外 れ る と 、 あ る 室 内 で は 効 果 が 発 揮 さ れ て も 、 別 の 室 内 で は 効 果 が 発
揮 し に く く な っ た り 、 汚 水 浄 化 槽 全 体 と し て 処 理 機 能 の バ ラ ン ス が 崩 れ や す い 。 ま た 、 小
型 化 を 図 り に く い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
更 に 各 構 成 部 位 に つ い て 詳 述 す る と 、 固 液 分 離 槽 第 一 室 ２ に は 、 汚 水 流 入 口 ７ が 備 え ら れ
、 こ れ に は 汚 水 流 入 管 １ ２ が 槽 内 に 延 び る よ う に 接 続 さ れ て い て 、 そ の 下 端 は 液 が 浸 か る
よ う に Ｌ ． Ｗ ． Ｌ よ り も 下 方 に 配 置 さ れ 、 そ の 下 端 開 口 部 の 向 き は 汚 水 流 入 口 ７ が あ る 壁
側 の 方 向 で あ る 。 流 入 汚 水 の 撹 乱 に よ っ て 固 液 分 離 槽 第 一 室 ２ の 底 部 に 沈 殿 し て い る 汚 泥
（ 若 し く は 固 形 物 ） を で き る だ け 乱 さ な い た め で あ る 。 な お こ の 際 、 下 端 の 開 口 の 向 き を
垂 直 方 向 と す る こ と も で き る 。 こ の 場 合 に は 汚 水 流 入 管 １ ２ 下 端 の 下 方 に ほ ぼ 水 平 方 向 に
邪 魔 板 （ 水 流 抑 止 板 ） を 設 け る と よ い 。 汚 水 流 入 管 １ ２ を 設 け ず 、 代 わ り に 底 部 が 開 放 さ
れ た 水 流 抑 止 部 （ 小 室 ） 等 を 汚 水 流 入 口 ７ 付 近 の 壁 に 取 り 付 け 、 こ の 水 流 抑 止 部 内 に 汚 水
を 流 入 さ せ る こ と も で き る 。 な お 、 前 記 し た 固 液 分 離 槽 第 一 室 ２ の 全 体 形 状 は 、 図 １ で は
平 面 視 で 略 四 角 形 状 （ 箱 型 ） で あ る 。 こ の 形 状 は 、 平 面 視 で 円 形 や 楕 円 形 等 に す る こ と も
で き る が 、 単 純 さ で 略 四 角 形 状 が 好 ま し い 。 固 液 分 離 槽 第 一 室 ２ で は 流 入 す る 汚 水 中 の 沈
降 し や す い 固 形 物 を 先 ず 沈 殿 分 離 さ せ 、 槽 底 部 で 濃 縮 貯 留 さ せ る 。 こ の 際 、 嫌 気 的 生 物 反
応 等 に よ っ て 沈 殿 汚 泥 は 一 部 ス カ ム と な っ て 、 槽 上 部 に 浮 上 し て 濃 縮 貯 留 さ れ る 。 固 液 分
離 槽 第 一 室 ２ 内 に は 、 嫌 気 処 理 又 は 通 性 嫌 気 処 理 等 の 生 物 処 理 を 促 進 さ せ る 濾 床 を 形 成 さ
せ て よ い （ 図 示 は 省 略 ） 。
【 ０ ０ １ ５ 】
固 液 分 離 槽 第 二 室 ３ は 、 前 記 汚 水 流 入 口 ７ と は 遠 ざ か る 反 対 側 に 位 置 す る 部 位 に 配 置 さ せ
て い る 。 こ の 固 液 分 離 槽 第 二 室 ３ の 底 部 に は 固 液 分 離 槽 第 一 室 ２ に 連 通 す る 開 口 部 ８ が 設
け ら れ て い て 、 固 液 分 離 槽 第 一 室 ２ と 固 液 分 離 槽 第 二 室 ３ と は 連 通 し て い る 。 更 に 、 固 液
分 離 槽 第 二 室 ３ に は 、 こ の 固 液 分 離 槽 第 二 室 ３ 内 の Ｌ ． Ｗ ． Ｌ の 水 準 か ら 室 内 水 を 揚 水 す
る 移 送 ポ ン プ １ ０ の 移 送 ポ ン プ 吸 込 口 ９ が 備 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
前 記 固 液 分 離 槽 第 二 室 ３ は 、 全 幅 （ 図 １ （ ａ ） に 示 し た 槽 の 上 下 幅 い っ ぱ い ） に 亘 っ て ２
枚 の 下 部 に 傾 斜 の つ い た 仕 切 壁 １ ３ ， １ ４ を 架 け 渡 し て い る 。 こ の 仕 切 壁 １ ３ 、 １ ４ は 、
必 ず し も 対 向 す る 槽 壁 間 の 全 幅 に 亘 っ て 架 け 渡 さ な く て も よ い 。 固 液 分 離 槽 第 二 室 ３ の 底
部 、 す な わ ち 、 ２ 枚 の 仕 切 壁 １ ３ 及 び １ ４ の 間 に は 、 図 示 す る よ う に 、 固 液 分 離 槽 第 一 室
２ に 連 通 す る よ う に 開 口 部 ８ が 対 向 す る 槽 壁 間 の 全 幅 に 渡 っ て 設 け ら れ て い る 。 開 口 部 ８
の 隙 間 は 、 固 液 分 離 槽 第 一 室 ２ か ら 固 液 分 離 槽 第 二 室 ３ へ 流 入 す る 液 の 速 度 を 抑 制 さ せ る

10

20

30

40

50

(4) JP 2004-122080 A 2004.4.22



た め 、 あ る い は 固 液 分 離 槽 第 二 室 ３ 内 で 沈 殿 し た 汚 泥 （ 若 し く は 固 形 物 ） を 固 液 分 離 槽 第
一 室 ２ に 落 下 さ せ る た め 等 の 理 由 か ら 、 概 ね ５ ０ ～ １ ５ ０ ｍ ｍ が 好 ま し い 。 仕 切 壁 １ ３ 、
１ ４ の 下 部 の 傾 斜 角 度 は 固 液 分 離 槽 第 二 室 ３ 内 で 沈 殿 し た 汚 泥 が 固 液 分 離 槽 第 一 室 ２ へ 落
下 し や す い よ う に ３ ０ ～ ７ ０ 度 が 好 ま し い 。 ま た 、 汚 水 流 入 口 ７ 側 の 仕 切 壁 １ ３ の 下 部 先
端 は 、 仕 切 壁 １ ４ の 下 部 先 端 よ り も 下 方 に 位 置 さ せ 、 水 平 方 向 で は 仕 切 壁 １ ４ の 下 部 先 端
よ り も 汚 水 流 入 口 ７ へ 遠 い 方 向 に 突 出 さ せ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
固 液 分 離 槽 第 一 室 ２ と 固 液 分 離 槽 第 二 室 ３ と の 位 置 関 係 は 、 固 液 分 離 槽 第 二 室 ３ を 固 液 分
離 槽 第 一 室 ２ の 中 に 偏 在 さ せ て 配 置 す る こ と が 好 ま し く 、 更 に は 汚 水 流 入 口 ７ が あ る 固 液
分 離 槽 第 一 室 ２ の 槽 壁 か ら 奥 行 き （ 図 １ で は 左 右 の 幅 ） の 半 分 （ １ ／ ２ ） 以 上 の 距 離 を 出
口 側 に 配 置 さ せ る こ と が 好 ま し い 。 こ の よ う に 汚 水 流 入 口 ７ （ 又 は 汚 水 流 入 管 １ ２ ） か ら
の 距 離 を 保 つ こ と に よ っ て 、 流 れ 込 む 汚 水 は 、 そ の 流 速 が 弱 め ら れ 、 汚 水 中 の 固 形 物 の 分
離 が 良 好 と な り 、 そ の 後 に 、 固 液 分 離 槽 第 二 室 ３ に 入 る よ う に な る 。 固 液 分 離 槽 第 二 室 ３
内 に は 、 嫌 気 処 理 又 は 通 性 嫌 気 処 理 等 の 生 物 処 理 を 促 進 さ せ る 濾 床 を 形 成 さ せ て よ い （ 図
示 は 省 略 ） 。
【 ０ ０ １ ８ 】
前 記 し た 固 液 分 離 槽 第 一 室 ２ 及 び 固 液 分 離 槽 第 二 室 ３ の 上 部 に は 、 液 水 準 が 最 高 水 位 Ｈ ．
Ｗ ． Ｌ と 最 低 水 位 Ｌ ． Ｗ ． Ｌ と の 間 で 連 動 し て 変 動 す る 流 量 調 整 部 １ １ が 設 け て あ る 。 そ
う す る と 、 嫌 気 処 理 槽 （ 固 液 分 離 槽 第 一 室 ２ 及 び 固 液 分 離 槽 第 二 室 ３ ） の 水 位 は 、 汚 水 の
流 入 量 が 移 送 ポ ン プ １ ０ の 送 液 量 よ り も 多 い か 少 な い か に よ っ て Ｌ ． Ｗ ． Ｌ と Ｈ ． Ｗ ． Ｌ
と の 間 を 変 動 す る 。 固 液 分 離 槽 第 二 室 ３ に 設 け る 移 送 ポ ン プ １ ０ は 、 図 １ で は エ ア リ フ ト
ポ ン プ 式 を 示 し て い る 。 エ ア リ フ ト ポ ン プ 式 に 代 え て 、 密 閉 容 器 の 空 気 圧 送 に よ る 間 欠 定
量 ポ ン プ 又 は 電 動 ポ ン プ 等 を 用 い る こ と も で き る 。 こ の 際 、 壁 等 に 付 着 し た 汚 泥 が 剥 離 し
て 流 れ 込 む の を 防 止 す る た め 、 移 送 ポ ン プ 吸 込 口 ９ に 邪 魔 板 等 を 設 け る こ と も で き る （ 図
示 は 省 略 ） 。
【 ０ ０ １ ９ 】
前 記 し た 流 量 調 整 部 １ １ を 固 液 分 離 槽 第 一 室 ２ 及 び 固 液 分 離 槽 第 二 室 ３ の 上 部 に 配 置 さ せ
る と 、 通 常 運 転 時 、 両 槽 の 水 位 が Ｌ ． Ｗ ． Ｌ に あ る と き に 汚 水 が 固 液 分 離 槽 第 一 室 ２ へ 入
っ て く る と 、 固 液 分 離 槽 第 一 室 ２ と 固 液 分 離 槽 第 二 室 ３ と の 液 面 は そ れ ぞ れ 同 じ よ う に 上
昇 す る 。 こ の と き 各 々 の 固 液 分 離 槽 第 一 室 ２ 、 固 液 分 離 槽 第 二 室 ３ に 流 れ 込 ん だ 液 量 の 比
率 は 固 液 分 離 槽 第 一 室 ２ と 固 液 分 離 槽 第 二 室 ３ と の 断 面 積 に 比 例 す る 。 す な わ ち 、 固 液 分
離 槽 第 二 室 ３ 内 に 流 れ 込 ん だ 汚 水 量 は 、 固 液 分 離 槽 第 一 室 ２ に 流 れ 込 ん だ 汚 水 量 の 何 分 の
一 か の 少 な い 液 量 と な る の で 、 固 液 分 離 槽 第 二 室 ３ に お け る 沈 殿 分 離 を 良 好 に 行 う こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
好 気 処 理 槽 を 構 成 す る （ 好 気 的 ） 生 物 反 応 室 ４ に は 、 底 部 か ら 曝 気 す る た め の 反 応 用 散 気
部 材 （ 散 気 管 ） １ ５ を 配 置 し 、 ブ ロ ワ １ ６ か ら の 空 気 を 吐 出 さ せ る 。 ま た 、 生 物 反 応 室 ４
に は 担 体 （ 微 生 物 担 体 、 微 生 物 付 着 材 、 接 触 材 ） を 充 填 さ せ た 生 物 反 応 床 ４ ａ が 形 成 さ れ
て お り 、 生 物 反 応 床 ４ ａ で 汚 水 を 好 気 処 理 す る 。 こ こ で 生 物 反 応 床 ４ ａ は 固 定 床 で も よ い
が 、 好 ま し く は 流 動 床 で あ る 。 移 送 ポ ン プ １ ０ に よ っ て 固 液 分 離 槽 第 二 室 ３ か ら ほ ぼ 定 量
の 液 が 流 入 す る と と も に 、 合 わ せ て 溶 存 酸 素 を 含 ん だ 槽 内 液 と 担 体 と が 流 動 に よ っ て 接 触
し や す く な り 、 有 機 物 の 分 解 が 促 進 さ れ る か ら で あ る 。 担 体 の 形 状 は 、 板 状 、 網 板 状 、 ヘ
チ マ 状 、 多 孔 質 状 、 筒 状 、 棒 状 、 骨 格 球 状 、 紐 状 、 更 に は 粒 状 、 不 定 形 な 塊 状 、 立 方 体 状
、 繊 維 塊 状 等 の 種 々 の 形 状 に 加 工 し た も の を 用 い る こ と が で き る 。 ま た 、 そ の 基 材 と し て
は 、 例 え ば ポ リ 塩 化 ビ ニ ル 、 ポ リ エ ス テ ル 、 ポ リ 塩 化 ビ ニ リ デ ン 、 ポ リ ビ ニ ル フ ォ ル マ ー
ル 、 ポ リ ウ レ タ ン 、 メ ラ ミ ン 樹 脂 等 の 合 成 樹 脂 製 加 工 物 、 セ ラ ミ ッ ク ス 、 珪 砂 等 の 無 機 製
加 工 物 、 ア ン ス ラ サ イ ト 等 の 化 石 加 工 物 、 活 性 炭 等 で 、 比 重 約 １ 又 は １ 以 上 の も の 、 ポ リ
エ チ レ ン 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 等 の ポ リ オ レ フ ィ ン 系 樹 脂 、 ポ リ ス チ レ ン 等 の 比 重 約 １ 又 は １
以 下 の も の の い ず れ も 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
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濾 過 室 ５ に は 、 濾 材 が 充 填 さ れ た 濾 過 床 ５ ａ が 形 成 さ れ て い て 、 流 れ 込 む 液 中 の Ｓ Ｓ を そ
こ で 捕 捉 す る 。 ま た 、 生 物 反 応 室 ４ か ら 持 ち 越 さ れ る 溶 存 酸 素 も あ る こ と か ら 、 好 気 的 生
物 反 応 も 進 む 。 充 填 さ れ る 濾 材 と し て は 、 液 中 で 浮 上 す る も の を 用 い る こ と が で き る が 、
好 ま し く は 沈 降 性 濾 材 で あ る 。 沈 降 性 濾 材 に は 、 例 え ば 、 ポ リ 塩 化 ビ ニ ル 、 ポ リ エ ス テ ル
、 ポ リ 塩 化 ビ ニ リ デ ン 、 ポ リ ビ ニ ル フ ォ ル マ ー ル 、 ポ リ ウ レ タ ン 、 メ ラ ミ ン 樹 脂 等 の 合 成
樹 脂 製 加 工 物 、 セ ラ ミ ッ ク ス 、 珪 砂 等 の 無 機 製 加 工 物 、 ア ン ス ラ サ イ ト 等 の 化 石 加 工 物 、
活 性 炭 等 の 、 比 重 約 １ 又 は １ 以 上 の も の 、 又 は ポ リ エ チ レ ン 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 等 の ポ リ オ
レ フ ィ ン 系 樹 脂 、 ポ リ ス チ レ ン 等 に 充 填 剤 を 添 加 し て 比 重 約 １ 又 は １ 以 上 に 調 整 し た も の
が あ り 、 こ れ を 粒 状 、 塊 状 、 筒 状 、 網 状 、 棒 状 、 繊 維 塊 状 等 、 更 に は 多 孔 質 状 等 に 成 形 、
加 工 し た も の で も よ い 。
ま た 、 濾 過 室 ５ の 底 部 に は 濾 過 床 ５ ａ を 逆 洗 す る た め の 洗 浄 用 散 気 部 材 （ 散 気 管 ） １ ７ が
配 置 さ れ 、 こ れ は 空 気 を 供 給 す る ブ ロ ワ １ ６ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
運 転 を 続 け る と 、 濾 過 床 ５ ａ は 蓄 積 し た Ｓ Ｓ で 目 詰 ま り す る の で 、 濾 過 床 ５ ａ を 定 期 的 又
は 適 宜 に （ 逆 ） 洗 浄 し て 除 く 。 こ の 洗 浄 は 、 ブ ロ ワ １ ６ の 空 気 を 洗 浄 用 散 気 部 材 １ ７ か ら
吐 出 さ せ 、 濾 過 床 ５ ａ を バ ブ リ ン グ す る と と も に 、 ブ ロ ワ １ ６ の 空 気 の 一 部 を 洗 浄 排 水 引
抜 き ポ ン プ （ エ ア リ フ ト ポ ン プ ） １ ８ に も 供 給 す る 。 剥 離 し た Ｓ Ｓ は 槽 内 液 と と も に 洗 浄
排 水 と な っ て 濾 過 床 ５ ａ を 下 降 し 、 洗 浄 排 水 引 抜 き ポ ン プ １ ８ に よ っ て 洗 浄 排 水 排 出 管 １
９ を 経 て 、 固 液 分 離 槽 第 一 室 ２ の 汚 水 流 入 管 １ ２ へ 戻 る 。 槽 内 液 の 全 て を 洗 浄 排 水 と し て
濾 過 室 ５ の 底 部 か ら 引 き 抜 く こ と が で き る の で 、 濾 過 床 ５ ａ の 洗 浄 は 良 好 に 行 わ れ る 。 な
お 、 洗 浄 排 水 引 抜 き ポ ン プ １ ８ に は 電 動 ポ ン プ 等 を 用 い る こ と も で き る 。 濾 過 床 ５ ａ の 洗
浄 は 、 嫌 気 処 理 部 （ 固 液 分 離 槽 第 一 室 ２ 、 固 液 分 離 槽 第 二 室 ３ ） の 水 位 が Ｌ ． Ｗ ． Ｌ の と
き （ す な わ ち 、 深 夜 、 ま た は 汚 水 の 流 入 が な い と き ） 行 う こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 濾 過 床
５ ａ の 洗 浄 は １ 日 当 り 複 数 回 行 う こ と も で き る が 、 好 ま し く は １ 回 ～ ３ 回 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
な お 、 図 １ で は 、 生 物 反 応 室 ４ と 濾 過 室 ５ と の 間 に 移 流 口 ２ ０ を 設 け て 、 こ の 移 流 口 ２ ０
内 に 前 記 し た 洗 浄 排 水 引 抜 き ポ ン プ （ エ ア リ フ ト ポ ン プ ） １ ８ 、 ま た 生 物 反 応 室 ４ か ら の
移 流 液 の 一 部 を 固 液 分 離 槽 第 一 室 ２ へ 戻 す 循 環 ポ ン プ （ エ ア リ フ ト ポ ン プ ） ２ １ を 配 置 さ
せ て い る が 、 移 流 口 ２ ０ 、 循 環 ポ ン プ （ エ ア リ フ ト ポ ン プ ） ２ １ は 取 り 除 く こ と も で き る
。 循 環 ポ ン プ （ エ ア リ フ ト ポ ン プ ） ２ １ に は 、 電 動 ポ ン プ 等 を 用 い る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
消 毒 室 ６ は 、 濾 過 室 ５ か ら の 移 流 液 を 消 毒 剤 と 接 触 さ せ て 消 毒 さ せ る 槽 で あ る 。 汚 水 浄 化
槽 １ は 、 各 槽 の 点 検 清 掃 等 の 維 持 管 理 が 行 え る よ う に マ ン ホ ー ル を 設 け 、 通 常 マ ン ホ ー ル
カ バ ー ２ ２ を 取 り 付 け て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
次 に 、 汚 水 浄 化 槽 １ に お け る 汚 水 の 処 理 方 法 を 説 明 す る 。 汚 水 （ 原 水 ） は 汚 水 流 入 口 ７ か
ら 汚 水 流 入 管 １ ２ を 経 て 固 液 分 離 槽 第 一 室 ２ に 入 り 、 固 形 物 の 沈 殿 分 離 が 行 わ れ る 。 固 液
分 離 槽 第 一 室 ２ で は 、 沈 殿 し た 汚 泥 （ 固 形 物 ） の 濃 縮 貯 留 が 槽 底 部 で 行 わ れ 、 嫌 気 化 し て
発 生 し た ス カ ム の 貯 留 が 槽 上 部 で 行 わ れ る 。 固 液 分 離 槽 第 一 室 ２ か ら の 移 流 液 は 、 開 口 部
８ か ら 固 液 分 離 槽 第 二 室 ３ に 入 り 、 更 な る 固 形 物 の 沈 殿 分 離 が 行 わ れ る 。 固 液 分 離 槽 第 二
室 ３ か ら の 移 流 液 の 移 流 は 、 移 送 ポ ン プ １ ０ で 行 い 、 こ の 際 、 移 流 液 を Ｌ ． Ｗ ． Ｌ の 移 送
ポ ン プ 吸 込 み 口 ９ よ り 揚 水 さ せ 、 移 送 ポ ン プ １ ０ の 上 部 か ら 特 定 量 （ ほ ぼ 一 定 量 ） を 生 物
反 応 室 ４ に 移 流 さ せ る 。 こ の と き 、 流 入 す る 汚 水 量 が 移 送 ポ ン プ １ ０ の 移 送 量 よ り も 多 い
場 合 に は 、 固 液 分 離 槽 第 一 室 ２ 及 び 固 液 分 離 槽 第 二 室 ３ の 水 位 は Ｌ ． Ｗ ． Ｌ か ら Ｈ ． Ｗ ．
Ｌ へ と 上 昇 す る が 、 流 量 調 整 部 １ １ の 容 積 は Ｈ ． Ｗ ． Ｌ を 越 え な い よ う に 設 計 さ れ て い る
の で 、 通 常 、 上 記 水 位 は Ｈ ． Ｗ ． Ｌ を 越 え て 上 昇 し な い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
生 物 反 応 室 ４ で は 、 固 液 分 離 槽 第 二 室 ３ か ら の 移 流 液 中 の 有 機 物 を 好 気 的 に 生 物 分 解 さ せ
る 。 こ の 際 、 ほ ぼ 一 定 量 の 移 流 液 が 負 荷 さ れ る の で 安 定 し た 処 理 が 行 わ れ る 。 生 物 反 応 室
４ か ら の 移 流 液 は 、 次 に 濾 過 室 ５ に 入 り 、 移 流 液 に 含 ま れ る Ｓ Ｓ の 捕 捉 ・ 除 去 が 行 わ れ 、
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場 合 に よ っ て は 生 物 反 応 室 ４ か ら 持 ち 込 ま れ る 溶 存 酸 素 に よ っ て 更 に 好 気 的 生 物 処 理 が 行
わ れ る 。 濾 過 室 ５ を 経 た 移 流 液 は 、 消 毒 室 ６ に 入 り 消 毒 さ れ た 後 、 処 理 水 と し て 放 流 口 ２
３ か ら 放 流 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 の 汚 水 浄 化 槽 で は 、 固 液 分 離 第 一 室 、 固 液 分 離 槽 第 二 室 、 流 量 調 整 部 、 生 物 反 応 室
及 び 濾 過 室 の そ れ ぞ れ は 、 そ の 機 能 が 良 好 に 発 揮 で き る よ う な 容 積 比 で 構 成 さ れ て い る の
で 、 固 液 分 離 及 び 有 機 物 （ Ｂ Ｏ Ｄ ） の 分 解 を 良 好 に 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 槽 構 造 が 簡
略 で あ り 、 小 型 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 汚 水 浄 化 槽 の 一 例 で 、 （ ａ ） は 概 略 平 面 図 、 （ ｂ ） は （ ａ ） の Ａ － Ａ 面
矢 視 に お け る 概 略 断 面 図 。
【 図 ２ 】 従 来 の 汚 水 浄 化 槽 を 示 す 概 略 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ： 汚 水 浄 化 槽 　 　 ２ ： 固 液 分 離 槽 第 一 室
３ ： 固 液 分 離 槽 第 二 室 　 ４ ： 生 物 反 応 室 　 ４ ａ ： 生 物 反 応 床
５ ： 濾 過 室 　 　 ５ ａ ： 濾 過 床
６ ： 消 毒 室 　 　 ７ ： 汚 水 流 入 口
８ ： 開 口 部 　 　 ９ ： 移 送 ポ ン プ 吸 込 口
１ ０ ： 移 送 ポ ン プ 　 　 １ １ ： 流 量 調 整 部 　 １ ２ ： 汚 水 流 入 管
１ ３ ： 仕 切 壁 　 　 １ ４ ： 仕 切 壁
１ ５ ： 反 応 用 散 気 部 材 （ 散 気 管 ） 　 　 １ ６ ： ブ ロ ワ
１ ７ ： 洗 浄 用 散 気 部 材 （ 散 気 管 ）
１ ８ ： 洗 浄 排 水 引 抜 き ポ ン プ （ エ ア リ フ ト ポ ン プ ）
１ ９ ： 洗 浄 排 水 排 出 管 　 　 ２ ０ ： 移 流 口
２ １ ： 循 環 ポ ン プ （ エ ア リ フ ト ポ ン プ ）
２ ２ ： マ ン ホ ー ル カ バ ー 　 　 ２ ３ ： 放 流 口
５ １ ： 嫌 気 濾 床 槽 第 一 室 （ 又 は 沈 殿 分 離 槽 第 一 室 ）
５ ２ ： 嫌 気 濾 床 槽 第 二 室 （ 又 は 沈 殿 分 離 槽 第 二 室 ）
５ ３ ： 接 触 曝 気 槽 　 　 ５ ４ ： 沈 殿 槽
５ ５ ： 消 毒 槽 　 　 ５ ６ ： 水 量 変 動 吸 収 部
５ ７ ： 移 流 管 　 　 　 ５ ８ ： 流 量 調 整 ポ ン プ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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